
第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第１３回武蔵村山市環境審議会 

開 催 日 時 平成２３年３月１６日（水） （午後２時～午後３時１０分） 

開 催 場 所 ３０１会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：片山務会長、栁下佳仁副会長 

青柳憲和委員、石川真由美委員、金井克巳委員、小島かよ委員、

久米吉裕委員 

欠席者：多田滋子委員、佐藤敏之委員、大當耕一委員 

事務局：環境課長、環境課主査（環境保全グループ）、環境課主事（環境

保全グループ） 

議 題 
１ 武蔵村山市年次報告書について 

２ その他 

配 布 資 料 １ 武蔵村山市年次報告書（平成２１年度） 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１：市長からの諮問を受けて、環境審議会委員が「武蔵村山市年次報

告書」の事業実施報告について審議した。 

議題２：今後の環境審議会の開催予定について確認した。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（○＝委員、 

 ●＝事務局等） 

議題１ 武蔵村山市年次報告書について 

【説明要旨：武蔵村山市年次報告書（平成２１年度）を参照】 

●武蔵村山市年次報告書の環境施策及び前年度との評価の変更点を説明。 

【主な意見等】 

○ 7 ページ「①狭山丘陵・樹林地の保全」、「保存樹木、保存樹林の保

全に努めます。」の取組状況に「保存樹林（3,688 ㎡）、保存樹木

（108 本）、生け垣（4,800ｍ）」が記載されたが、21 年度に追加され

たものなのか。 

● 21年度に奨励金を交付した実績である。 

○ 7 ページ「①狭山丘陵・樹林地の保全」、「樹林地保護のため、みど

りの基金の活用を図ります。」の取組状況でみどりの基金の充当実績額

の記載があるが、「保存樹木、保存樹林の保全に努めます。」の奨励金

の交付額の記載がないので、実績額を入れたほうが良いと思うが。 

● 奨励金の交付実績額を記載することにする。 

○ 29 ページの「酸性雨やオゾン層保護に関する情報提供を増やす。」

の取組状況が「酸性雨について、調査結果を市報に掲載した。」となっ

ているが、調査結果の数値はわかるか。 

● 年間の平均値は 18 年度は 5.4ｐＨ、19 年度は 5.7ｐＨ、20 年度は

5.4ｐＨ、21年度は 5.7ｐＨであった。 

○ 29 ページ「①地球温暖化防止対策」、「地球温暖化問題を考える機

会をつくります。」の取組状況でみどりのカーテンセットを配布の記載

があり、ホームページでアンケートの集計結果が掲載されているが、審

議会の中で具体的な意見等を報告してほしい。 

● みどりのカーテン集計結果を配布し説明。 

○ 8 ページ「①水辺の保全」、「市内に存在する湧水の実態把握に努め

ます。」の取組状況に「未実施」が追加記載されたが、「滝の入り不動

尊の湧水を都に推薦し、東京都名湧水 57 選に指定。（平成 15 年 1

月）」を削除したほうが良いのではないか、また、削除すると評価はＤ

になるのではないのか。 



● 「滝の入り不動尊の湧水を都に推薦し、東京都名湧水 57 選に指定。

（平成 15年 1月）」を削除し、評価をＤに修正する。 

○ 「③土壌汚染・地下水汚染・地盤沈下防止対策」、「都と連携して地

盤沈下の把握に努めます。」の取組状況で「都環境確保条例に基づき地

下水揚水量の規制や井戸の設置に関する規制を実施。」と記載がある

が、市内で地下水を汲み揚げている事業所は何か所あるのか。 

● 市内には 29事業所があり、年に 1回揚水量の報告がある。 

○ 井戸の設置の関する規制はあると思うが、新規に設置された井戸はあ

るのか。 

● 21年度は 2か所である。 

○ どのような場所に設置されたのか。 

● 保育園と生コン製造工場に設置された。 

○ 東京都の規制に基づいて設置されたものであるのか。 

● 環境確保条例に基づき設置され、揚水量の報告を受けている。 

○ 12 ページ「③みどりの育成」、「公園を整備していくうえで、自然

学習ができる場所をつくります。」の取組状況で「市立野山北公園内に

水稲栽培の体験学習のできる水田を整備。」と記載されているが、削除

する方が良いのではないか。 

● 継続的に実施されている事業であるが、取組状況の記載を削除するこ

ととする。 

○ 水田の面積は増やすことは出来るのか。 

● 難しいと思われる。 

○ 24 ページ「⑤有害化学物質発生防止対策」、「国や都と連携してア

スベスト対策を進めます。」の取組状況で「都及び労働基準監督署と合

同で石綿除去工事等実施事業所へ立入り調査の実施。」と「都環境確保

条例に基づき石綿除去工事等実施事業所に対し指導。（該当なし）」と

記載されているが、実際に立入り調査を実施したのか。また、立入り調

査は未実施であっても、電話等で相談、指導は行っていると思われるの

で、記載内容を修正したほうがよいのではないか。 

● 実際に立入り調査をした実績はないので、「都及び労働基準監督署と

合同で石綿除去工事等実施事業所へ立入り調査の実施。」は削除するこ

ととし、「都環境確保条例に基づき石綿除去工事等実施事業所に対し指

導。（該当なし）」は、実際に電話等で相談、指導を行ったことを記載

して内容を検討し修正することとする。 

○ 27 ページ「①ごみ排出量の抑制」、「生ごみ処理機器に対する助成

金を充実し、普及を図ります。」の取組状況の補助金支給実績額と「②

リサイクル対策」、「集団回収に対する支援を行います。」の取組状況

の奨励金交付実績額を記載したほうがよいのではないか。 

● 実績額を記載することとする。 

○ 資源回収奨励金の交付団体は増加しているのか。 

● 平成 17 年度は 289 件、平成 18 年度は 246 件、平成 19 年度は 251

件、平成 20 年度は 253 件、平成 21 年度は 271 件の団体に交付を行っ

た。 

○ 27 ページ「①ごみ排出量の抑制」、「マイバッグの利用を呼びかけ

ます。」で、市が多額の予算を使い配布したと思うが、取組状況のマイ

バッグ持参率 11.1％の調査方法は。 

● 市職員が市内大型小売店 3 店舗に行き、ある一定時間カウントした。

この中には市で配布したマイバッグ以外を持参したものも含まれてい

る。 

○ 持参率 11.1%のうち市で配布したマイバッグの割合は。 



● 概ね半分程度であった。 

○ もう尐しＰＲをしたほうがよいのではないか。 

● スーパーなどでは、ポイントを付けたり、金額を引くなど、また、商

工会ではＭＭスタンプを付与したりしているが、持参率が上がらないの

が現状である。 

○ 他市では牛乳パックを５０枚市に持参するとリサイクルのトイレット

ペーパーを貰えるところがあるので、例えば、スーパーにマイバッグを

持参するとポイントが付与され、ポイントが貯まれば、市でトイレット

ペーパーなどに交換できるなどの取組を行えば持参率が上がるのでは。 

● 持参率を上げるためのアイデアは必要であると考えている。 

○ 商工会などに任せるのではなく、市で積極的にアピールをすれば持参

率が上がるのではないか。 

● 御指摘のとおりではあるが、武蔵村山市は、ごみ袋が無料でスーパー

のレジ袋がごみ袋として出せる環境にあるので、他の自治体と違う状況

にある。多摩地区 26 市中 17、18 市はごみ袋を有料化していて、スーパ

ーのレジ袋がごみになる状況で、レジ袋が有料になった場合には、ポイ

ントの付与などを行えば持参率が上がることが考えられる。 

○ ごみ袋の有料化について、小平・村山・大和衛生組合の構成市で検討

していると聞いているが、どのような状況なのか。 

● 武蔵村山市は小平市にある小平・村山・大和衛生組合に加盟していて

焼却炉の更新が平成３３年に行われる予定で、この中でリサイクル施設

の建設や焼却場の建替を検討するの中でごみの有料化についても検討す

ることになっているが、具体的な話は始まっていない。 

○ 三市とも有料化をする方向であると聞いているが。 

● 検討はしているが具体的な話にはなっていない。 

○ この検討会の場で市として働きかけをしているのか。また、市議会で

は有料化すべきとの意見があるか。 

● ごみ袋を有料化するとごみが減量する効果はあると思うが、税金を使

ってごみの処理を行う他に、ごみ袋の料金を頂くような検討はこの場で

話をするのは難しい。 

○了解した。 

● 導入した市ではごみの量は減るが、ごみ処理費用は、個別収集にな

り、運搬収集車を増やす必要があるので多くなると聞いている。 

○ 以上、意見がないので、今回の意見を取り込み年次報告書を修正し、

まとめて答申することとしたいが。 

● 結構である。今回の意見を踏まえ報告書を修正し、答申することとる

こととする。なお、 

○ 質疑がないので、議題１「武蔵村山市年次報告書」については終了と

する。 

○ 議題２「その他」であるが、事務局から連絡などは。 

● 特になし。。 

○ 次回以降の審議会の開催予定について聞きたい。 

● 環境基本の見直しの審議をお願いしたいので、第 14回は平成 23年の

5月中の開催を予定している。詳細については今後、お知らせする。 

○ 了解。以上で、第 13回武蔵村山市環境審議会を閉会する。 

―以上― 
 



会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：   ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課    市民生活部     環境課   （内線：２９５） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


